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Abstract
　This qualitative study explored the consciousness regarding food in university students today living in Tokyo, brought 
up by mothers who was born after the 1960s, focusing on how students think about the extremely poor meal. Protocol by 
the free answer method was used and data analysis was consistent with grounded theory procedures. Five major catego-
ries emerged from the data: （a） “concrete evaluation of meal contents” ; （b） “abstract evaluation of meal contents” ; （c） 
“evaluation to mother based on meal contents” ; （d） “judgment whether or not accepted as a meal”; and （e）“suggestion 
to the contents of the meal”. Furthermore, a storyline was generated that narrated these five categories and their relation-
ships. Findings are discussed in terms of their implications for Japanese young mothers.
［Keywords］  consciousness regarding food, Japanese young mother, extremely poor meal, grounded theory
問　題
　ヒトにとって、「食」とは、個体を維持する手段として生物学的に必要不可欠な事象である。食物の摂取なくして、つ
まり栄養素の摂取なくして、個体は生存できない。人間にとって、「食」とは、社会的 ・文化的な事象でもある。人は、
家庭という場で家族という人間関係のなかで、食卓を中心として、食事という体験を共有する。この食の場面には、相
互作用として、さまざまな人間関係の事象が生じてくる。
　子どもの発達という観点から食を捉えてみると、幼児期は食に関してそれ以前の乳児期とは大きな相違が見られる。
乳児期では、母乳やミルクの摂取といった受動的な食事体験であったものが、幼児期ともなると、子どもは親 ・養育者
をはじめとする自分以外の他人とともに食体験をする中で、大人と同様な食物摂取が、自ら可能になる。したがって、
この時期はその後の食習慣の基礎を築くうえで重要な時期となる。長谷川 ・今田（2004）は、食物選択の観点から、幼
児期においては、子どもの食への母親の配慮が子どもの食物選択に影響を及ぼすことを明らかにしている。つまり、子
どもの食への母親の配慮が低いと、子どもの食物選択の幅が狭くなる。つまり、子どもの食に対しては母親の配慮が必
要であり、それによって子どもの食物選択の幅が広がる。また、Hannon, Bowen, Moinpour, & McLerran（2003）は、
家族の食習慣について、食事の支度をする人の高脂肪食の摂取量および果物 ・野菜の摂取量と家族のそれぞれの摂取量
との関連を検討した。その結果、食事の支度をする人の高脂肪食の摂取量、果物 ・野菜の摂取量は、子ども（ ５～12歳）
のそれらの摂取量の予測因になっていることを示している。つまり、食事の支度をする人は、子どもの食習慣に重要な
役割を持つことになる。現代の日本の家庭において、食事の支度をしているのは、多くの場合母親である（NHK放送文
化研究所世論調査部，2006）。このような点から考えると、現代の日本においては、食に対する母親の意識や母親の食行
動が子どもの食にとって、きわめて重要なものとなろう。
　しかし、ここで見逃すことのできない事実として、現代の日本においては、母親たちの食に対する意識の変化がある。
岩村（2003）は、1998年から2002年にかけて、首都圏に在住し、子どもを持つ1960年以降に生まれた主婦を対象として、
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食卓の実態調査を実施した。その結果、岩村は、1960年以降生まれの主婦とそれ以前に生まれた主婦とでは、その価値
観 ・感覚 ・行動において大きな隔たりがあることを指摘し、家庭における日常の食卓が以前とくらべると大きく変化し
てきていることを示した。この結果をもとに、岩村は、現代の日本を衣食住遊の中の「食」の相対的下落時代、あるい
は「食」軽視の時代であると位置づけている。
　このような観点から、牟田 ・井田（2007）では、子育て期の母親を対象者にして、母親の食に対するどのような意識
が、母親の調理済み食品利用行動およびその利用度に影響するのかを、続いて、牟田 ・井田（2009）の研究では、母親
の個人志向性が調理済み食品利用行動に与える影響について、明らかにした。これらの研究を背景に、牟田・井田（2012）
では、現代日本の母親の食意識を測定するツールを開発することを目的として、母親の食意識に関する尺度の作成を試
みた。
　これら一連の研究を進めていく中で、1960年以降生まれの母親に育てられた人たちは、食に対してどのような意識を
もっているのだろうか、それを明らかにする必要性を感じた。特に、現代の日本の食に関しては、広くマスコミなどで
も報道されるように孤食、個食、食の外食化、飽食から崩食へといった言葉で表される現象が出現している。岩村（2010）
は、『家族の勝手でしょ！』という本のなかで、2003年から2008年までの 6年間に実施された、120世帯の家族の一週間
分の朝 ・昼 ・夜の食事の記録を報告している。調査の対象となったのは、1960年以降生まれの、首都圏在住の子どもを
持つ主婦であった。「調査概要」によれば、調査手続きは次のとおりであった：⑴あらかじめ家族の食生活についての細
かな意識調査を行った。⑵一週間の 1日 3食について、食材の入手経路やメニュー決定理由、作り方、食べ方、食べた
人、食べた時間などを、日記に細かく記録してもらい、さらに、指定のレンズつきカメラで撮影してもらった。⑴の回
答と⑵の記録をつき合わせて分析 ・検討、その矛盾点や疑問点を中心に、背景や理由を対象者との面接により問うた。
　衝撃的に思われるのは、ここで掲載をされているいわば食卓ナマ写真274枚であった。その内容は、例えば、次の通り
である（近代，2012より引用）。
⑴　夫のいない日は手をかけたものは作らない（インスタントや冷凍食品を使い、副菜もとくに作らない、など）
⑵　インスタントラーメンや焼きそば、うどん、パスタなどを作るとき、「具」を入れない「素ラーメン」や「素パス
タ」が増えている（理由は、具を入れても子どもが嫌がるから、など）
⑶　朝食にクッキーやロールケーキなどのお菓子（「子どもが何も食べないよりはまし」という意見が多い）
⑷　「単一素材料理」（肉だけの皿、野菜一種類だけの皿）が増えている（いろいろな食材を合わせて作る料理は面倒
である）
⑸　洗いものが面倒なので、取り皿は使わない、パンなどはキッチンペーパーに置く（あるいはテーブルにじかに置
く）、お味噌汁は子どもと回し飲みする、鍋やフライパンを直接食卓に出すなど、なるべく食器を使わない傾向あり
⑹　焼きそばとトースト、たこ焼きとおにぎり、など、主食が重なっている献立が増えている（生鮮食材を買い置き
しないため、食事内容が物足りないときに副菜を作れない。買い置きしているのは、インスタントラーメン、冷凍
ピザ、菓子パンといった、主食系のものばかりなため）
⑺　子どもの粗食化（親は比較的まともなものを食べているのに、子どもがいいと言うから、と、菓子パンだけ、う
どんだけ、といった栄養の偏ったものを食べさせている）。子どもに選ばせるとそうなるから、と、特に問題にして
いない
⑻　子どものお弁当には、子どもの好きなものしか入れないので、冷凍食品や出来合のものばかりになる、野菜のお
かずや手作りの料理は作られない
⑼　子どもに嫌いなものを無理に食べさせない、どうせ食べないので作らない（無理に食べさせようとすると疲れる、
せっかく作っても、食べないと自分がイライラする）
⑽　子どもの習い事のつきあいで疲れているから、と、習い事のある日は、外食や中食が常習化
⑾　近年見られた「バラバラ食」（家族それぞれが好きなものを好きな時に食べる）はさらに進化し、朝昼晩という三
食の基本も崩れ、お腹がすいたときに好きなものを食べる「勝手食い」が増えてきている。また、たとえ家族揃っ
ていても、違うものを食べる家庭も増えてきている
　以上の例のように、「家族像」の崩壊を伝える結果となっている。そこで、本研究では、この本に掲載されている食事
を再現し、それを写真に撮り、それを刺激材料として、大学生に見てもらい、その食事内容について、どのように思わ
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れるかを自由に書いてもらった。対象者が自由記述した内容をプロトコルデータとし、グラウンデッドセオリーの手法
により定性的な分析を行った。
　すなわち、本研究の目的は、1960年以降生まれの母親に育てられた現代の日本の大学生が、貧困な食卓風景写真を見
て、どのように思ったのかを、分析することによって、大学生の食意識を明らかにすることである。
方　法
調査対象者
　東京都内の私立大学に在籍する大学生81名（男性18名、女性63名）、このうち回答が有効であった79名（男性18名、女
性61名：有効回答率97.５％）を分析対象とした。男性対象者の平均年齢は20.1歳（SD=1.2）、女性対象者の平均年齢は20.6
歳（SD=５.1）、全体の平均年齢は20.6歳（SD=4.５）であった。
調査時期
　2011年 6 月に実施された。
調査手続き
　質問紙は大学の講義時間内に配布され、学生がそれを家に持ち帰って回答した後、 1週間後の同じ講義時間内に回収
された。調査が無記名であること、個人のプライバシーは保護されることをフェイスシートにて教示した。
質問紙の作成
　まず、岩村（2010）が行った家庭の食卓調査の中から、母親が子どもに実際に与えた朝食 ・夕食の写真をそれぞれ 2
枚ずつ、計 4枚選択した。次に、選択された 4枚の写真と同じ食事内容のものを調査実施者が作成し、写真に撮った上
で、それら 4枚の写真を刺激として使用した。図 1～図 4にその内容を示す。なお、実際に対象者に提示した写真刺激
はカラー版であった。
図 １　調査に使用した写真刺激Ａ：女の子 ６歳の朝食
（ボーロ１６粒と牛乳）
図 ２　調査に使用した写真刺激Ｂ：男の子１１歳・女の子 ７歳の朝食
（塩だけのおにぎり）
図 ３　調査に使用した写真刺激Ｃ：女の子 ９歳の夕食
（ご飯とたらこ）
　図 ４　調査に使用した写真刺激Ｄ：男の子１5歳・１１歳の夕食
（明太子スパゲティと麦茶）
　これら 4つの写真刺激に対して、「その食事内容についてあなたはどう思われますか？」という質問を設定し、自由記
述にて回答を求めた。
― 98 ―
立正大学心理学研究年報　第 ５号
分析過程
　対象者が自由記述した内容をプロトコルデータとし、グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分析を行った。
　 １．データの切片化 ・ラベル化 ・概念化
　まずデータを文脈や意味のまとまりで区切って切片化を行い、それぞれにラベル名をつけた後、それらを概念化した。
ここでの概念は分析の最小単位となるものであり、この概念化の過程は、それぞれの概念をより上位のカテゴリーにま
とめるための前段階である。
　 ２．カテゴリーへの統合
　次に、概念化の結果を踏まえて、カテゴリーへの統合を行った。そして、それらのカテゴリーをさらに上位のカテゴ
リーグループへと統合した。
　以下、【　　】はカテゴリーグループ、《　　》はカテゴリー、〈　　〉は概念を表す。
　 ３．カテゴリー間の関係、ストーリーラインの作成
　カテゴリーグループを中心に各カテゴリー間の関係を検討し、関係図を作成した。そして、その関係図をもとにして
ストーリーラインを作成する。
結果と考察
１．子どもの食事内容（朝食）に対する対象者の反応
　母親が子どもに与えた食事内容（朝食）に対する対象者のデータの例、それらのデータから生成された概念、そして
概念を統合したカテゴリーを表 1に示した。またカテゴリーグループに関しては、それを図 ５に示した。
　⑴　概念化、カテゴリーへの統合
　表 1に示されているように、子どもの朝食に対する対象者の反応から生成された概念は16個であった。次にこの16個
の概念をその内容から ５個のカテゴリーへと統合し、さらに統合されたカテゴリーを 3個のカテゴリーグループに統合
した。以上、 ５個のカテゴリー、 3個のカテゴリーグループが図 ５に示されている。
　まず、〈栄養のアンバランス〉や〈栄養不足〉・〈量の不足〉・〈必要とされる食品 ・栄養素の欠如〉、さらに〈子どもの
身体への悪影響〉・〈子どもの心への悪影響〉という 6個の概念を《食事内容の具体的な評価》というカテゴリーに統合
した。対象者は食事内容に対して、〈栄養のアンバランス〉や〈栄養不足〉など栄養の観点から評価を行い、〈量の不足〉
という量的な観点からの評価もしていた。また、〈必要とされる食品 ・栄養素の欠如〉では、メニューには含まれていな
いが、子どもにとって摂取する必要があると思われる具体的な食品や栄養素が挙げられている。そして、〈子どもの身体
への悪影響〉や〈子どもの心への悪影響〉として、このような食事が子どもの心身の成長にとって悪い影響を及ぼすと
している。これは長期的な視点からの回答であり、このような食事が直ちに悪い影響を及ぼすわけではないが、食習慣
となることによって子どもの心身の成長に悪い影響を与えると考えているのであろう。特に、〈子どもの心への悪影響〉
に関しては心理学的観点からの回答であり注目に値する。
　次に統合されたカテゴリーは《食事内容の抽象的な評価》であった。このカテゴリーは〈食事内容に関する全体的な
イメージ〉という概念だけを内包する。データを見てみると、いずれもこの食事内容がマイナスのイメージとして捉え
られていた。調査の際、貧困な食事内容であるということに言及したわけではないが、対象者は貧困な食事内容である
と感じたようである。
　さらにデータから、母親の態度に対する〈否認〉・〈譲歩〉、そして〈子どもへの同情〉という 3個の概念が生成された
が、これらは食事内容そのものではなく、子どもにそれぞれの食事を与えた母親に対する評価であった。この 3個の概
念を《食事内容に対する母親への評価》というカテゴリーに統合した。
　以上、《食事内容の具体的な評価》、《食事内容の抽象的な評価》、そして、《食事内容に対する母親への評価》という 3
個のカテゴリーを図 ５に示したような【評価】というカテゴリーグループに統合した。
　表 1に示されているように、次に生成されたカテゴリーは《食事として受け入れられるかどうかの判断》である。こ
のカテゴリーは、母親が子どもに与えた食事が、〈食事として受け入れ可能〉なのか、〈食事として条件つきの受け入れ〉
なら可能なのか、あるいは、〈食事として受け入れ不可能〉なのかという 3個の概念を内包している。このカテゴリーを
そのまま【判断】というカテゴリーグループにした（図 ５）。
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　カテゴリーとして最後に生成されたのは《食事内容の提案》であった。このカテゴリーは〈必要とされる補足的食
品〉、〈推奨される代替食品〉、そして〈母親への助言〉という 3個の概念を内包する。〈必要とされる補足的食品〉とし
て、この食事内容に加えて子どもに是非食べさせてほしい、と対象者が考える具体的な食品が挙げられている。また、
図 1（Ａ）の食事内容（ボーロ16粒と牛乳）に関しては、ボーロではなくごはんが良いというように、具体的に〈推奨
される代替食品〉が挙げられていた。これはボーロがお菓子であるため、他の 3つの写真刺激と比較して代替食品を挙
げやすかったためと考えられる。そして最後の概念として生成されたのは、〈母親への助言〉であった。対象者は、子ど
カテゴリー カテゴリーに含まれる概念 データの例
《食事内容の具体的な
評価》
〈栄養のアンバランス〉
栄養バランスが全然なっていないと思う。　栄養がかたよって
いる。　バランスがとれていない。
〈栄養不足〉 栄養が足りない。　十分な栄養が摂取できない。
〈量の不足〉 少なすぎる。　少なすぎてありえない。　たりない。
〈必要とされる食品・栄養素の欠
如〉
野菜もたんぱく質もない。　ビタミン群が足りない。　肉・魚・大
豆などのたんぱく質や野菜が足りなさすぎる。
〈子どもの身体への悪影響〉
身体に悪そう。　味覚が発達しない味音痴になると思う。　元
気出ない。、
〈子どもの心への悪影響〉 食事の意味をただ食べればいいと思うようになると思う。
《食事内容の抽象的な
評価》
〈食事内容に関する全体的なイ
メージ〉
悲惨ですね。　さみしい。　質素。
《食事内容に対する母親
への評価》
〈否認〉 親失格だと思います。　手抜き。　ふざけてる。
〈譲歩〉
でも朝は時間がないのでしかたないかも。　時間がないなら
仕方ない。　忙しい時ならしょうがないとは思うが。
〈子どもへの同情〉
子どもがかわいそうだ。　子どもが親の愛情を感じられなさそ
う。
《食事として受け入れら
れるかどうかの判断》
〈食事として受け入れ可能〉
有りだと思うけど。　特別問題あるとは思わない。　おいしそ
う、個人的にはあり。
〈食事として条件つきの受け入
れ〉
食べないよりは良い。　形は整っている。
〈食事として受け入れ不可能〉 食事と言えない。　これだけでは不十分。
《食事内容の提案》 〈必要とされる補足的食品〉
野菜や肉・魚の料理も入れるべき。 ご飯やおかずを少しでも
いいから食べさせるべきだと思う。 具をぜひ入れてほしいで
す、おみそ汁があっても良いと思います。
〈推奨される代替食品〉
あとできればボーロではなくごはん。　ボーロじゃなくパン、ご
飯が良いと思う。
〈母親への助言〉
成長期なんだからもっと食べさせるべき。　もっと栄養がある
ものを作らなきゃ。　栄養バランスを考えた方が良い。
表 １　子どもの食事内容（朝食）に対する大学生の反応
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もにとって食事がいかに大切であるかを理解しており、母親に対して助言を行ったものと考えられる。以上 3個の概念
を内包するカテゴリー《食事内容の提案》をそのまま【提案】というカテゴリーグループにした（図 ５）。
　⑵　カテゴリー間の関係
　表 1“子どもの食事内容（朝食）に対する大学生の反応”で示された各カテゴリー間の関係を図 ５に示す。その結果、
カテゴリーやカテゴリーグループは時系列となった。
２ ．子どもの食事内容（夕食）に対する大学生の反応
　母親が子どもに与えた食事内容（夕食）に対する対象者のデータの例、それらのデータから生成された概念、そして
概念を統合したカテゴリーを表 2に示す。またカテゴリーグループに関しては、図 6に示されている。
カテゴリー カテゴリーに含まれる概念 データの例
《食事内容の具体的な
評価》
〈栄養のアンバランス〉
夕食としてはバランスが悪く、栄養的にもよくないと思う。　食
に偏りがありすぎる。　栄養かたよりすぎ。
〈栄養不足〉 十分な栄養がとれていない。　栄養が足りない。
〈量の不足〉
夕食にこれでは少ないと思う。　少なすぎる、これだとお腹す
くし。　少なすぎる、この年の男の子では満腹になれないので
は。
〈必要とされる食品・栄養素の欠
如〉
野菜がない。　野菜や他の栄養分がない。　野菜・肉などが
ない。
〈子どもの身体への悪影響〉 元気出ない。　いい成長しなさそう。
《食事内容の抽象的な
評価》
〈食事内容に関する全体的なイ
メージ〉
質素すぎると思う。　色どりがない。
《食事内容に対する母親
への評価》
〈否認〉 シンプルすぎる、手抜きすぎる。　一応作っているが手抜き。
〈譲歩〉 忙しいお母さんには仕方のないことかもしれない。
〈子どもへの同情〉 ひどすぎる。これでは子どもがかわいそう。
《食事として受け入れら
れるかどうかの判断》
〈食事として受け入れ可能〉 野菜嫌いとしては十分にあり。　良いと思う。
〈食事として条件つきの受け入
れ〉
こういう日もあると思います。　実家でもごくたまにこうだった、
その分、朝昼や次の日などにしっかり栄養を摂ればいいと思
う。
〈食事として受け入れ不可能〉
夕食にしてはおそまつ。　こんな夕食認めません。　自分が母
親だったらこんなの絶対出さない。
《食事内容の提案》 〈必要とされる補足的食品〉
もの足りない、もう一品欲しい。　野菜が必要だと思う。　野菜
やたんぱく質をもっと取り入れるべきだと思います。
〈母親への助言〉
夕食であるならもっとバランスよくいろいろな食材を食べるべ
き
表 ２　子どもの食事内容（夕食）に対する大学生の反応
― 101 ―
現代の学生における食意識について
　⑴　概念化、カテゴリーへの統合
　表 2に提示したように、データから生成した概念、いくつかの概念を統合したカテゴリー共に、朝食とほぼ同様の結
果となった。また、カテゴリーグループに関しても、朝食と同様の結果となっている（図 6）。
　朝食で生成された概念である〈子どもの心への悪影響〉に関しては、子どもの夕食に対する対象者の反応として浮か
び上がってこなかったが、それ以外の〈栄養のアンバランス〉や〈栄養不足〉、〈量の不足〉や〈必要とされる食品 ・栄
養素の欠如〉、そして〈子どもの身体への悪影響〉は概念として生成された。これら ５個の概念を、カテゴリー《食事内
容の具体的な評価》として統合した。
　次に生成されたのは、〈食事内容に関する全体的なイメージ〉という概念であるが、朝食の評価同様、この食事内容が
いずれもマイナスのイメージとして捉えられており、対象者は貧困な食事内容であると感じたようである。そして、こ
の〈食事内容に関する全体的なイメージ〉という概念だけを内包する《食事内容の抽象的な評価》というカテゴリーが
生成された。
　さらに、朝食と同様に、それぞれの食事を子どもに与えた母親に対する評価が見出されている。母親の態度に対する
〈否認〉や〈譲歩〉、そして〈子どもへの同情〉という概念が生成され、これら 3個の概念を内包するカテゴリーとして、
《食事内容に対する母親への評価》が生成された。
　以上、《食事内容の具体的な評価》、《食事内容の抽象的な評価》、そして、《食事内容に対する母親への評価》という 3
個のカテゴリーを統合し、【評価】というカテゴリーグループとした（図 6）。
　また、母親が子どもに与えた食事が、〈食事として受け入れ可能〉なのか、〈食事として条件つきの受け入れ〉なら可
能なのか、あるいは、〈食事として受け入れ不可能〉なのか、以上 3個の概念が生成されたが、それらを内包するカテゴ
リーとして《食事として受け入れられるかどうかの判断》が生成された。そして、この《食事として受け入れられるか
どうかの判断》を【判断】というカテゴリーグループとした（図 6）。各概念、カテゴリー共に、朝食同様の結果となっ
た。また、データに関しても朝食とほぼ同様の結果となっている。
　最後のカテゴリーとして《食事内容の提案》が生成された。このカテゴリーは、〈必要とされる補足的食品〉、〈母親へ
の助言〉という 2個の概念を内包する。対象者は、〈必要とされる補足的食品〉として、この食事内容に加えて子どもに
是非食べさせてほしい食品を挙げている。また、〈母親への助言〉として、子どもの食事はこうあるべきという意見を出
している。朝食に関する結果で生成された概念である〈推奨される代替食品〉に関しては、夕食に対する対象者の反応
として見出されなかった。そして、《食事内容の提案》というカテゴリーを【提案】というカテゴリーグループとした
【提 案】【評 価】 【判 断】
《食事内容の具体的な評価 》
〈栄養のアンバランス 〉
〈 栄養不足〉
〈 量の不足〉
〈 必要とされる食品・栄養素の欠如 〉
〈 子どもの身体への悪影響〉
〈子どもの心への悪影響〉
《食事内容の抽象的な評価 》
〈食事内容に関する全体的なイメージ〉
《食事内容に対する母親への評価 》
〈否認〉
〈譲歩 〉
〈子どもへの同情〉
《食事として受け入れられるか
どうかの判断 》
〈食事として受け入れ可能 〉
〈 食事として条件付きの受け入れ 〉
〈 食事として受け入れ不可能 〉
《食事内容の提案 》
〈必要とされる補足的食品 〉
〈推奨される代替食品 〉
〈母親への助言 〉
図 5　母親が子どもに与えた食事内容（朝食）に対する大学生の反応過程
注 １）　【　　　】：カテゴリーグループ　　注 ２）《　　　》：カテゴリー　　注 ３　〈　　　〉：概念
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（図 6）。
　⑵　カテゴリー間の関係
　表 2 “子どもの食事内容（夕食）に対する大学生の反応”で示された各カテゴリー間の関係を図 6に示す。結果とし
てカテゴリーやカテゴリーグループは、朝食同様、時系列となった。
３ ．ストーリーライン
　対象者は母親が子どもに与えた食事内容を見て、まずその【評価】を行った。〈栄養のアンバランス〉・〈栄養不足〉な
ど栄養の観点から、また、〈量の不足〉という量的な観点からの具体的な評価であった。さらに、〈必要とされる食品 ・
栄養素の欠如〉として、メニューには含まれていないが、子どもにとって摂取する必要があると思われる具体的な食品
や栄養素が挙げられている。そして、〈子どもの身体への悪影響〉や〈子どもの心への悪影響〉として、このような食事
が子どもの心身の成長にとって悪い影響を及ぼすと懸念している。子どもの心身への悪影響に関しては、長期的な視点
からの回答であり、このような食事が直ちに悪い影響を及ぼすわけではないが、食習慣となることによって子どもの心
身の成長に悪い影響を与えると考えているのであろう。特に、朝食の内容に関するデータの中に含まれていた〈子ども
の心への悪影響〉に関しては、心理学的観点からの回答であり注目に値する。
　食事内容全体を捉えた〈食事内容に関する全体的なイメージ〉という概念では、いずれもこの食事内容がマイナスの
イメージとして捉えられていた。貧困な食事内容を見ての対象者の反応であったが、貧困な食事内容そのままにマイナ
スのイメージとして捉えられていた。
　さらに、評価の対象は子どもにそれぞれの食事を与えた母親にも向けられ、母親の態度に対する〈否認〉や〈譲歩〉、
そして〈子どもへの同情〉という反応が見出された。
　食事内容の評価を行ったうえで、対象者は、それぞれの食事内容が食事として受け入れられるかどうかの【判断】を
下し、母親への助言として食事内容の改善点等を母親に【提案】した。
　近年、若者の食の乱れが指摘されているが（NHK放送文化研究所世論調査部，2006）、今回の調査を見る限り、若者
は、子どもにとって食事がいかに大切であるかを意識として持っているようである。しかし、年齢を重ねていくうちに、
いろいろな生活環境等に影響され、その意識が徐々に変化していくものと思われる。
　岩村（2010）は、家庭の食の崩壊を指摘しているが、主婦の年齢が下がれば下がるほど崩壊の程度が強くなることを
示している。つまり、現在、例えば40代の主婦よりも、20代・30代の主婦が作る食事の方が、より崩壊状態であること
が示唆される。今20代・30代の母親に育てられている小・中学生が大学生になったときの食意識はどのようなものになっ
【評 価】 【判 断】 【提 案】
1.食事内容の具体的な評価
・栄養のアンバランス
・栄養不足
・量の不足
・必要とされる食品・栄養素の欠如
・子どもの身体への悪影響
・子どもの心への悪影響
2.食事内容の抽象的な評価
・食事内容に関する全体的なイメージ
《 》
〈栄養 〉
〈栄養不 〉
〈量の不足 〉
〈必要とされる食品・栄養素の欠如 〉
〈 子どもの身体への悪影響〉
《食事内容の抽象的な評価 》
〈食事内容に関する全体的なイメージ 〉
《食事内容に対する母親への評価 》
〈否認 〉
〈譲歩 〉
〈子どもへの同情〉
《食事として受け入れられ
るかどうかの判断 》
〈食事として受け入れ可能 〉
〈 食事として条件付きの受け入れ 〉
〈 食事として受け入れ不可能 〉
《食事内容の提案 》
〈必要とされる補足的食品 〉
〈 母親への助言 〉
図 ６　母親が子どもに与えた食事内容（夕食）に対する大学生の反応過程
注 １）　【　　　】：カテゴリーグループ　　注 ２）《　　　》：カテゴリー　　注 ３　〈　　　〉：概念
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ているのだろうか。食意識の変化 ・変容が予想される。将来の大学生の食意識と今回の調査で得られた結果との相違を
明らかにしていく必要があろう。家庭での食の崩壊が子どもの心身およびその発達にどのような影響を及ぼすのかを検
討するためにも、大学生を対象とした今回と同様の調査を、今後、例えば 3年後 ・ ５ 年後と継続的に行っていきたい。
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